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業種別加入者数 平成31年3月31日現在

身体障害者
更生援護施設
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援護施設

宿泊施設・
婦人保護施設児童福祉施設 老人福祉施設 医療福祉施設 団体・その他保育所業　種
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平成30年度正味財産増減計算書
会　計　名 収益合計額 費用合計額 評価損益等 正味財産経常増減額

法人会計 11,706,851 11,641,104 65,747
福祉法人活動促進会計 6,878,563,925 6,971,563,310 85,683,122 △ 7,316,263
収益事業会計 7,885,516 7,339,539 545,977

合　　　　計 6,898,156,292 6,990,543,953 △ 6,704,539

自平成30年4月 1日
至平成31年3月31日

（単位：円）

貸借対照表総括表 平成31年3月31日現在
（単位：円）

　　資産の部
流動資産
　現金預金 35,090,937

　未収金 594,960

固定資産
　基本財産 1,000,000

　退職給付引当資産 47,814,566

　退職共済引当資産 29,533,510,882

　共済事業未収金 263,138,040

　ソフトウェア 1,610,325

　什器備品 51,012

　貸付金 8,889,112

　支払請求権 3,080,969

　貸倒引当金 △1,540,484

　電話加入権 153,600

資 産 合 計 29,893,393,919

負債及び正味財産の部
流動負債
　未払金 1,562,766

　前受金 9,000

　預り金 1,324,961

　賞与引当金 2,842,840

固定負債
　退職給付引当金 47,814,566

　退職共済引当金 29,821,648,922

正味財産 18,190,864

負債及び正味財産合計 29,893,393,919

収益の部 費用の部 その他
（管理費、福利厚生事業支出
貸付事業支出等）
81,727千円
1.2%

退職給付金
（退職一時金・退職年金）
2,372,701千円
33.9%

共済積立金等支出
4,536,115千円
64.9%

その他　
（受取手数料、償還金収入等）
17,397千円
0.3%共済積立金運用収益

256,430千円
3.7%

退職共済引当金
戻入益
3,103,731千円
45.0%

共済掛金
3,520,598千円
51.0%

合計
6,898,156千円

合計
6,990,543千円
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平成 30 年度  事業
平成30年度事業報告並びに決算の概要は次のとおりです。

報告並びに決算
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30 年 4月１日 増加数 減少数 31年 3月 31日

施設・団体数（ヶ所） 846 21 1 866

加入者数（人） 25,831 3,562 3,186 26,207

　1　退職共済事業
　　給　付　金

退職一時金・・・・・・	 	 2,694人	 　　 2,371,011,200円
退会一時金・・・・・・	 	 　169人	 　　　　1,690,000円
合　計・・・・・・・・	 	 2,863人	 　　2,372,701,200円

　２　福利厚生事業
　	　各社会福祉施設など単独では十分とは言えない福利厚生について、福利協
会のスケールメリットを生かし、従事者のニーズに合った事業を実施しました。
　（1） 野球観戦、観劇等（従事者厚生事業費）

    事業費	 　　　　12,399,720円
　　	　資産の運用収益、受託事業の事業収入等を有効に活用し、従事者の激
励と日頃の労をねぎらうため、次のとおり野球観戦をはじめ、東京ディズニー
ランドでパークファンパーティ等を実施しました。

　平成 30 年度は、公益財団法人として、法人目的である社会福祉に係る非
営利の法人活動の促進と充実を図り、共済積立金の堅実な維持と運用等では、
昨年度と同様に米国のトランプ政権の影響を受け、北朝鮮の非核化、米中貿
易戦争などに翻弄されましたが、安全安心を基本に配当や利金など確実に実現
益が確保できる短期運用を中心にプラスの運用実績を上げることができました。
退職共済制度においては、29年度に年金方式による給付を廃止し、清算金の
支給を行い、長期加入者等の抑制のための掛金停止年齢の設定（満 65 才）
を30年４月より開始しました。
　各事務執行状況の概要は、次のとおりです。

◯公益事業会計【福祉法人活動促進会計】関係
　①	　退職共済事業については、加入者２６，２０７人、退職給付金として、２，

	３７２，７０１，２００円を給付するなど適正な制度運営を実施しました。
　　	　また、退職共済積立金は、信託報酬や手数料のコスト削減に努め、信託
運用に比べリスク対策が可能で着実に運用益が確保できる短期資産を中心
とした自家運用をメインに安全で安心な資産運用を行ないました。その結果、
厳しい経済状況にもかかわらず、年度末の「退職共済引当金及び共済事業
未収入金」合わせて約２９８億円（資産・時価総額）となり、加入者全員
の共済掛金累計額 (いわゆる元金 )約２８９億円に対し、１０２．８０％と
元金を維持し、仮に現在の加入者が全員退職した場合の退職一時金要支給
額約３１６億円の９４．０８％までを確保してきています。

　　	　広報普及事業については、広報紙「福利かながわ」を見やすい編集にし、
特に退職共済制度の改革の改革内容の周知など、加入者全員がご覧になっ
て理解していただけるようにいたしました。併せてタイムリーな情報をホーム
ページに掲載し、福利厚生事業をはじめ、協会事業の普及活動に努めました。

【加入施設と加入者の異動】

Ⅰ 概　要

Ⅱ 公益事業会計【福祉法人活動促進会計】関係

Ⅲ 収益事業関係

（内訳　火災保険：3,254,727 円　自動車保険	：2,482,230 円　新種保険：2,094,859 円）

平成 30 年度  事業
平成30年度事業報告並びに決算の概要は次のとおりです。

報告並びに決算

　②			福利厚生事業については、資産の運用収益、受託事業などの事業収入
等を有効に活用し、福利厚生の内容の質量ともに落とさず充実を図り、各
種事業を実施するとともに、さらに施設団体等の事務負担軽減や経費節減
にもつながるように努めました。

　　	　また貸付事業は、加入者の要望に沿い貸付を行いました。
　　	　また、法人の社会福祉活動等の充実につながる人材育成研修（接遇、
安全運転、メンタルヘルス）を実施しました。

◯収益事業会計関係
　	　損害保険代理店事業については、競争の厳しい中、共済契約者をはじめ
各施設に対し、保険手続きや事故対応等、きめ細かで適切なサービスの提
供に努めました。

（2）慶弔等給付事業（短期給付金）
　ア　慶弔給付
　　　結婚又は死亡のあったとき、それぞれ祝金又は弔慰金を給付しました。
	 	 人員	 583 人	 給付額	 　　　　6,090,000円
　イ　長期加入者顕彰
　　	　加入者の長期にわたる貢献に対し、加入期間 30年及び 40年、50年
該当者に記念品を贈り顕彰しました。

	 	 顕彰者	 93 人	 費　用	 　　　　1,860,000 円
	 	 （30 年　75人、40年　17人、50年　１人）

（3） その他の福利厚生事業
　　　施設利用事業、斡旋事業、積立年金保険の業務を行いました。

（4） 貸付事業
　　　生活資金等の貸付を次のとおり行いました。
　　　　生活資金　　　　　貸付件数　６件　　　貸付金額　3,800,000 円
　　　　住宅・土地資金　　　貸付件数　０件　　　貸付金額　　　　 ０円

（5）福利厚生センター業務受託事業（福祉施設交流事業費）
　　	　社会福祉法人福利厚生センターから事業を受託し、映画前売券あっせん
をはじめ、コンサート、Jリーグ観戦、旅行等の交流事業を実施しました。

	 	 総事業費 20,528,105円（助成費充当額6,302,905円）
３　広報普及事業
	 	 	 事業費	 　　　　	 　　　　2,728,221円
	 	 	 年３回発行、１回の発行部数　　27,000 部
４　研修事業

（1） 社会福祉施設運営等研修事業（人材育成研修費）
	 	 	 	 事業費	 　　　　　583,528円
　　	　事業所のニーズに応え、講師を派遣する出張型として次のテーマで行
いました。

（2） 共済等事務研修 事業費	 　　　　	 　　　　　　68,715円
　　　退職共済関係等研修事業
　　	　事務研修会を平成 31 年２月14日に海老名市文化会館で、２月21
日に横浜情報文化センターで行いました。

　　　・	研修内容：31年度事業計画及び予算（素案）の概要、退職共済事
業、福利厚生事業等の事務取扱、資産運用の現況　等

	 	 	 　　　　　参加施設・団体数　計：255ヶ所

・安全運転セミナー：		４月19日 障害者援護施設 ･････････････････････13 人
・接遇セミナー ：		６月26日 救護施設 ･････････････････････23 人
・接遇セミナー ：		７月26日 障害者援護施設 ･････････････････････21 人
・安全運転セミナー：10月23日 児童福祉施設 ･････････････････････34 人
・接遇セミナー ：11月			８日 医療福祉施設 ･････････････････････22 人
・パワハラセミナー：11月20日 障害者援護施設 ･････････････････････14 人
・安全運転セミナー：		１月25日、30日 障害者援護施設 ･････････････････････27 人

合　計　154 人

 １　損害保険代理店事業
　三井住友海上火災保険（株）の代理店として、共済契約者をはじめ施設等
を対象に火災、自動車及び新種の各種損害保険業務を行いました。
	 	 ・手数料収入	 	 　　　　7,831,816円

番号 実　施　内　容 実　施　期　日 参加人員（人） 総事業費（円）

1 横浜スタジアムで野球観戦 ７月11日（水）
283

( 内家族 91)
849,000

2 東京ディズニ―ランドでパークファンパーティ ９月 24日（月・祝）
540

( 内家族 150)
5,132,100

3 帝国ホテルランチクーポン 10 月１日（月）～
11月 30 日（金）

295
（内家族 45）

1,621,100

4 横浜中華街＆ホテルランチクーポン ６月 22日（金）～
７月 29 日（日）

338 1,237,800

5 焼津の桜えびを楽しむ駿河湾フェリーの旅 ６月17日（日）
33

（内家族 7）
546,120

6 歌舞伎座観劇 １月17日（木）・
18 日（金）

145 1,885,000

7 劇団四季「ノートルダムの鐘」 ７月 8日（日） 97 1,128,600

合　　　計
1,731

( 内家族293)

12,399,720
協会負担額
3,061,560（　　　　）
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。

　

当
施
設
で
は
利
用
者
の
方
に
朝
礼
時
に
当
日
希
望
す
る

作
業
を
選
択
し
て
い
た
だ
い
て
作
業
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
、
皆
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
が
高
い
状
態
で
作
業
に
当
っ
て
い

る
。

　

１
階
へ
行
く
と
、
当
施
設
自
慢
の
カ
フェ
、
は
み
ん
ぐ
の
ス

タ
ッフ
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。

　

お
い
し
い
カ
レ
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
が
売
り
物
の
当
店
は
利
用
者

イッテPイッテP
福祉の世界へ

社会福祉法人　星谷会
海老名市障害者支援センターあきば
〒243-0431　海老名市上今泉 6-11-20
TEL.046-240-0775

だれもがホッとできるあんしんの場
だれもがみんなとつながるきずなの場
だれもが認め合えるばリアフリーの場
を創ること
これが私たちの
テーマです。（あきばのパンフレットより）

ココです !
駅から徒歩 10 分
Pあり!!

一口食べるとあまりのうまさに
ポッポ君もカレーマンに変身 !!
インド人もスタッフもビックリ!!

ゆめの
カレー

熱気あふれる
作業風景

自慢の
カフェ“はみんぐ”

お得クーポン

はみんぐ
クーポン持参で

お食事をされた
方にワンドリップ

珈琲一杯サービス !!
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●大村紙業

新湘南バイパス

国道１号線

赤羽根

藤沢→

殿山公園前

JR茅ヶ崎駅

本村

高田

北口
バスロータリー

北口
バスロータリー

AONOWAの活動についてはHPをご覧ください。
https://aonowa.site/

「
サ
ー
フ
ィ
ン
」

児
童
養
護
施
設
　
強
羅
暁
の
星
園

名
川
　
壮
平
さ
ん

あ
の
人

　
ど
の
人

　
　
こ
ん
な
人

神児研 SURF 会の仲間たちと
( 右から2 人目が名川さん)

　

忙
し
い
仕
事
の
中
で
も
週
に
2
回
、地
元
・

湯
河
原
町
の
吉
浜
海
岸
へ
サ
ー
フ
ィ
ン
に
出

か
け
る
と
い
う
名
川
さ
ん
は
80
歳
ま
で
生
涯

サ
ー
フ
ァ
ー
で
い
た
い
と
魅
力
に
つ
い
て
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　

翔
の
会
が
運
営
す
る
鬼
瓦
味
噌
蔵
で
は
、
全
国
で
も
珍
し

い
味
噌
の
製
造
販
売
を
行
って
い
ま
す
。

　

法
人
後
援
会
の
保
護
者
が
始
め
た
手
作
り
味
噌
の
伝
統
の

味
を
引
き
継
ぎ
、
こ
だ
わ
り
の
国
産
大
豆
を
使
用
し
た
鬼

瓦
味
噌
は
心
を
込
め
て
丁
寧
に
手
で
こ
ね
て
製
造
さ
れ
た
自

慢
の一
品
で
す
。
毎
年
冬
に
仕
込
み
、
約
1
年
間
寝
か
せ
て

発
酵
さ
せ
る
味
噌
は
風
味
豊
か
な
米
麹
と
麦
麹
の
2
種
類

が
あ
り
、贈
答
用
の
注
文
も
多
く
入
る
ほ
ど
の
売
行
き
で
す
。

　

ま
た
、
味
噌
の
他
に
も
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
旨
味
を
逃
さ
な
い
熱

風
方
式
の
焙
煎
機
で
自
家
焙
煎
し
た
鬼
瓦
珈
琲
も
こ
だ
わ
り

の
商
品
で
す
。
豆
は
好
み
に
合
わ
せ
た
挽
き
方
を
指
定
で
き
、

手
作
業
で
袋
詰
め
し
た
ワ
ン
ド
リ
ッ
プ
の
コ
ー
ヒ
ー
パッ
ク
も
市

販
品
よ
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
「
肌
は
日
焼
け
で
カ
サ
カ
サ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
心
は
ど
ん

ど
ん
潤
う
一
方
で
す
。」
と
語
る
名

川
さ
ん
は
無
我
夢
中
で
波
乗
り
に

没
頭
し
て
い
る
と
自
然
体
で
童
心

に
返
る
こ
と
が
で
き
、
不
思
議
と

海
の
上
で
仕
事
の
ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
で
楽
し
む
だ
け
で

な
く
神
児
研
S
U
R
F
会
で
初
心

者
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
り
、
福
祉

施
設
の
利
用
者
が
サ
ー
フ
ィ
ン
体

験
な
ど
海
で
の
活
動
を
通
し
て
繋

が
る
団
体
「
A
O
N
O
W
A
」
の

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
し
た
り
と

幅
広
い
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
し
て
様
々
な

世
代
や
立
場
を
超
え
た
出
会
い
が

ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
多
く
の
人
が

繋
が
る
名
川
さ
ん
の
活
躍
に
こ
れ

か
ら
も
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

県
内
福
祉
地
域
交
流
の
広
場

福
祉
の
お
店
紹
介
！

社
会
福
祉
法
人
翔
の
会

「
鬼
瓦
味
噌
蔵
」

手作業でコーヒー豆を
チェックしています

有
効
期
限
▲ 20

19
年
10
月
末
日
ま
で

「鬼瓦味噌蔵」
クーポンをお持ち
いただいた方に
ワンドリップパック
プレゼント

お得クーポン

● 住　　所：茅ヶ崎市高田１− 12 − 28
● 営業時間：月～金曜日 10：00 ～ 16：00
● 定 休 日：土曜日・日曜日
● 電　　話：0467-53-8252
● JR 茅ヶ崎駅下車北口よりバス　文教大学・
　 湘南台駅西口・ 湘南ライフタウン行き
　 「高田」下車徒歩１分

所在地・交通アクセス

PP OO PP PP OO LL AA NN DD

　

さ
ら
に
味
噌
蔵
の
畑
で
無
農
薬
栽

培
さ
れ
た
野
菜
を
使
用
し
た
漬
物
や

ピ
ク
ル
ス
も
大
人
気
で
す
。

手
づ
く
り
の
愛
情
が
詰
ま
っ
た
こ
だ
わ

り
の
逸
品
を
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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【退職共済制度における財政報告と資産運用の概況と今後】
■財政報告
　25 年度に改定した「運用の基本方針」に基づき、資産運用委員会の管理運営のもとに、リスクコントロールがしやすい短期資産をはじめ、手数料や信託報
酬等を極力抑えた自家運用中心に運用をしてきましたが、マイナスや低金利時代、さらに米中貿易戦争等による急激な経済変動の影響を受け、かなり運用益【30
年度実績：約 0.95％】の確保も抑えられる中で共済積立金の着実な積み増しを行いました。

◯�　29 年４月に制度変更（年金方式による給付の廃止及び掛金停止年齢の設定）を行い、年金受給権者増加による将来支払リスクおよび加入者の加入期間
伸長は解消できましたが、29 年度財政検証では「過去の予定利回り年利 6％の高金利時代の加入者の給付に見合う積立不足」の新たな課題が出てきています。
　　今回、専門機関による30 年度決算における財政検証の結果、少し改善されているものの、一方で平均加入期間が 8 年を超え、制度の硬直化が
始まり、29 年度に引き続き、次の点を検討の必要があるとの指摘及び提言がありました。
①�保有資産を充実するために、掛金率 [ 現状は標準給与月額の 4.5％（事業主負担 2.5％、加入者負担 2.0％）] の引上げ
②�将来に亘って退職金給付を確保するために、保有資産運用の更なる改善
③�退職金算定給付率別表の前提（予定利回り年利 2％）を、実勢利率へ引下げる〔国債：（10 年）△ 0.08％（20 年）0.339％〕

【表】加入者数、掛金累計額及び要支給額と資産運用の状況
30年3月末現在
（29年度末） 30年６月末現在 30年９月末現在 30年12月末現在 2019年3月末現在

(30年度末)
2019年
6月末現在

加 入 者 人 数　(人） ２５,８３２人 ２６,３０４人 ２６，２６４人 ２６,３０７人 ２６，２０７人 ２６，５９２人
加入者掛金累計額　Ⓐ　（千円） 27,754,496 27,312,265 27,854,317 28,484,119 28,971,916 28,389,083

退職一時金要支給額　Ⓑ　(千円） 30,307,008 29,811,200 30,384,186 31,025,387 31,656,527 31,022,620

時
価
総
額

運用資産・時価額　(千円） 27,080,486 27,496,446 28,104,303 28,436,665 28,599,643 28,624,639

伝
統
４
資
産
等

国内債券 10,019,471 37% 10,270,283 37% 10,465,413 37% 10,658,162 37% 11,051,435 39% 11,089,548 39%
国内株式 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
外国債券 3,735,921 14% 2,788,662 10% 3,842,693 14% 3,548,253 12% 3,754,792 13% 3,670,324 13%
外国株式 197,536 1% 209,649 1% 206,627 1% 203,896 1% 212,224 1% 0 0%
短期資産 13,127,558 48% 14,227,852 52% 13,589,570 48% 13,828,936 49% 12,042,651 42% 12,307,908 43%

オルタナティブ 0 0% 0 0% 0 0% 197,418 1% 1,538,541 5% 1,556,859 5%

運用方式
（再掲）

信託運用 1,084,293 4% 1,083,978 4% 1,082,188 4% 1,084,399 4% 1,086,820 4% 1,096,399 4%
自家運用 25,996,193 96% 26,412,468 96% 27,022,115 96% 27,352,266 96% 27,512,823 96% 27,528,240 96%

掛金・給付中間口座(千円） 1,571,862 429,069 306,386 353,062 1,183,494 506,776
　計　Ⓒ　（千円） 28,652,348 27,925,515 28,410,689 28,789,727 29,783,137 29,131,415

掛金累計額比Ⓒ／Ⓐ(％) 103.23% 102.25% 102,00% 101.07% 102.80% 102.61%
要支給額比Ⓒ／Ⓑ(％)【積立目標比】 94.54% 93.67% 93.50% 92.79% 94.08% 93.90%

（
参
考
）

為替(円)
米㌦ 106.35 110.77 113.59 110.75 【12

/27】
110.69 107.74

豪㌦ 81.58 81.84 82.18 77.82 78.62 75.61

日本国債
10年債 0.043% 0.036% 0.130% 0.013% △0.081% △0.158%
20年債 0.525% 0.502% 0.657% 0.507% 0.339% 0.227%

㊟　表中の各数字については、集計タイミングが異なるため、各年度の決算数字等と一致しませんのでご了承ください。

【注】 　・　 上記の表の数字は、平成 31 年 3 月 31日までに退職された方をなるべく考慮したもので、1・２ページの決算数字とは、必ずしも符号しません。また、金額は、千円未満切り捨てのため、合計に符号しません。
　　　　・　要支給額とは、「30 年度末で現加入者全員が退職した時に支払われる金額」です。
　　　　・　 年金受給者等の選択一時金とは、29 年 3 月までに年金受給者等は選択一時金に切り替え、30 年 3 月 31日をもって精算が終了しました。

■30年度における資産運用の概況と今後

【退職一時金給付率を設定する時の前提となる予定利回りの変還】
●平成 10 年３月 31 日までの加入期間：予定利回り　年利 6.0％【国債：（10 年）1.881％（20 年）2.508％】
●平成 16 年９月 30 日までの加入期間：予定利回り　年利 3.0％【国債：（10 年）0.827％（20 年）1.346％】
●平成 16 年 10 月１日までの加入期間：予定利回り　年利 2.0％【国債：（10 年）0.787％（20 年）1.272％】

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸借対照表（要支給額方式）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
30 年度決算額（A） 29 年度決算額（B） 増減（A―B）

資
産

年金資産（時価） 29,559,097 28,419,669 1,139,428
未収掛金（30 年 3 月分掛金） 263,138 257,909 5,228
過去勤務債務等の現在額【積立不足額】 1,834,291 1,911,926 △ 77,635

合　　　計 31,656,527 30,589,504 1,067,023

負
債

支払備金（年金受給者等精算一時金未払分） 0 282,496 △ 282,496
退職一時金・要支給額 31,656,527 30,307,008 13,495,158
年金受給者等の選択一時金（29 年 4 月廃止） 0 0 0

合　　　計 31,656,527 30,589,504 1,067,023

年金資産
積立割合　＝　――――――――――

負債合計－未収掛金
94.16％ 93.70％

28 年度末 27 年度末 26 年度末 25 年度末 24 年度末

93.42％ 94.33％ 94.55％ 92.98％ 91.92％

平均加入期間 8 年１ヶ月 7 年 11 ヶ月 7 年 9 ヶ月 7 年 6 ヶ月 7 年 6 ヶ月 7 年 5 ヶ月 7 年 5 ヶ月

◯　今後も財政悪化が進む前に、加入者等の皆さんや専門家の意見を聴き、改善策の具体化を図り、“持続可能性な退職共済制度”の維持を考えていきます。

　資産運用の概況は、31年３月末現在で、掛金累計額Ⓐ（いわゆる元金）と時価総額Ⓒとの比較で１０２．８０％と元金を確保し、積立目標の退職一
時金要支給額Ⓑに対しては、９４．０８％となっております。なお、30 年度も、日銀の低金利・マイナス金利政策の継続、米国のトランプ大統領による
米中貿易戦争等が現実化し、世界経済が大きく変動しようとしており、本協会の資産運用にも影響がでました。31年年明けには為替の激震が奔り、29
年度と比較すると元金確保率、要支給額比とも多少下回った結果となっております。
　なお、現況は、下表のとおり、令和元（２０１９）年 6月末の元金確保率１０２．６１％、要支給額比９３．９０％となっており、３０年度末 (31年 3月末）
とほぼ同レベルで維持してきています。
　現在、世界経済は減速が進むと言われ、各国の金利引下げによる緩和政策が具体化し、為替にも影響する中、当協会の運用は債券ファンドと短期資
産中心で運用しており、退職共済制度を維持していく上で非常に難しい資産運用の局面を迎えております。
　今後もリスクを抑えながら、一定の運用益が確保できる一部株の要素を含む新たな運用商品の取り入れなどの工夫をしていくとともに、さらなる退職共
済制度の課題解消の具体化に取り組み、不透明・不安定な厳しい経済情勢等の中でも、持続可能な制度維持ができるよう、安全安心な資産運用に取
り組んでいきます。
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訃　

報
　
次
の
方
が
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

木
脇 

　
稲
子
　
様 

五
十
九
歳

　
阿
部
睦
会
　
共
楽
荘

 

二
〇
一
九
年
　
一
月
八
日
没

橘
川 

　
克
己
　
様 

五
十
五
歳

　
ロ
ゼ
ホ
ー
ム
つ
き
み
野

 

二
〇
一
九
年
　
三
月
十
八
日
没

清
水 

紳
一
郎
　
様 

七
十
歳

　
清
水
地
域
福
祉
奉
仕
会

 

二
〇
一
九
年
　
五
月
二
日
没

　「
福
利
か
な
が
わ
」
で
は
皆
様
か
ら
の

「
施
設
訪
問
」「
福
祉
の
お
店
紹
介
」
を
は

じ
め
「
あ
の
人
ど
の
人
こ
ん
な
人
」
に
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
方
な
ど
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
！
特
に
「
あ
の
人
ど
の
人
こ

ん
な
人
」
で
は
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
。
私
の
こ
ん
な
趣
味
を
自
慢
し
た
い
！

私
の
施
設
に
は
こ
ん
な
す
ご
い
人
が
い

る
！
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄

せ
下
さ
い
。
福
利
協
会
取
材
班
が
と
ん
で

参
り
ま
す
！

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

加
入
者
の
皆
様
へ

保
育
所

老
人
福
祉
施
設

知
的
障
害
者
更
生
施

（
福
）
た
ち
ば
な
福
祉
会
（
相
模
原
市
）

　

R
IS

S
H

O
 K

ID
'S

き
ら
り
玉
川

 
 

 
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

　

R
IS

S
H

O
 K

ID
'S

き
ら
り
代
沢

 
 

 

（
東
京
都
世
田
谷
区
）

（
福
）
寿
会

　

子
ど
も
の
家
ひ
ま
わ
り
保
育
園 

（
座
間
市
）

　

西
高
津
く
さ
は
な
保
育
園  

（
川
崎
市
）

（
福
）
大
原
福
祉
会 

　

大
原
第
二
保
育
園 

 

（
伊
勢
原
市
）

（
福
）
真
澄
児
童
福
祉
会

　

佐
助
保
育
園 

 
 

（
鎌
倉
市
）

（
福
）
葵
福
祉
会

　

亀
井
野
や
ん
ち
ゃ
ク
ラ
ブ  

（
藤
沢
市
）

（
福
）
厚
生
館
福
祉
会
（
川
崎
市
）

　

翼
の
鐘
保
育
園  

（
東
京
都
世
田
谷
区
）

（
福
）
ユ
ー
カ
リ
福
祉
会

　

神
地
保
育
園 

 
 

（
川
崎
市
）

　

寺
分
保
育
園 

 
 

（
鎌
倉
市
）

　

た
か
す
な
保
育
園 

 

（
藤
沢
市
）

（
福
）
博
愛
福
祉
会

　

ゆ
と
り
庵
長
谷  

 

（
厚
木
市
）

（
福
）
進
和
学
園

　

し
ん
わ
や
え
く
ぼ 

 

（
平
塚
市
）

新
規
加
入
施
設

長
期
加
入
者
顕
彰

　
今
年
度
福
利
協
会
加
入
四
十
年
、
三
十
年
を
迎
え

ら
れ
た
次
の
方
々
に
記
念
品
を
贈
り
、
顕
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

40
年
加
入
者
（
13
名
）

30
年
加
入
者
（
82
名
）

唐
池
学
園 

 
 

風
間　

弘
子

梅
雲
保
育
園  

 

安
藤　

弘
美

初
声
保
育
園  

 

高
木
真
理
子

フ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヂ
緑
ケ
浜
保
育
園 

柏
木　

郁
子

報
徳
保
育
園  

 

府
川　

清
美

立
正
保
育
園  

 

荒
井　

秀
子

や
ま
ゆ
り
保
育
園 

 

須
藤　

美
枝

和
泉
保
育
園  

 

堀
内　

優
子

神
奈
川
県
同
胞
援
護
会 

 

石
井　

謙
次

太
田
和
こ
ど
も
園 

 

西
脇
由
利
子

大
庭
保
育
園  

 

岡
田　

栄
子

鎌
倉
清
和
園  
 

木
村　

洋
一

若
葉
会 

 
 

二
宮　
　

泉

ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー 

 

安
藤　

明
子

永
耕
園 

小
針　

健
生

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
・
ホ
ー
ム 

金
井　

直
美

荻
窪
保
育
園 

大
井　

俊
章

済
生
会
湘
南
平
塚
病
院 

小
川　

克
己

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会 

大
野　

善
行

川
崎
聖
風
福
祉
会 

江
良　

泰
成

川
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会 

杉
井　

繁
人

紅
梅
会 

森
田　

律
子

山
王
保
育
園 

都
築　

顕
道

湘
南
ア
フ
タ
ケ
ア
協
会 

鈴
木　

妙
子

湘
南
福
祉
セ
ン
タ
ー 
草
柳　

悦
子

　
　

〃 
鳥
居　

秀
美

新
日
本
保
育
園 
神
藤　

真
実

す
ぎ
な
会 

三
竹　

洋
一

　
　

〃 

五
十
嵐
信
一

曽
我
病
院 

足
立　

嘉
樹

　
　

〃 

神
保　

玲
子

　
　

〃 

長
谷
川
貴
之

中
心
会 

曽
我　

幸
央

　
　

〃 

財
前　

美
紀

長
寿
保
育
園 

宮
古　

祐
子

　
　

〃 

住
永　

幸
子

西
大
友
保
育
園 

古
川
千
恵
美

横
須
賀
市
社
会
事
業
協
会 

下
里　

保
代

セ
イ
ワ 

堂
前　

晴
信

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会 

渡
辺　

朋
子

青
和
保
育
園 

青
木　
　

聡

清
水
こ
ど
も
園 

鈴
木
美
佐
子

友
愛
保
育
園 

小
谷　

嗣
恵

相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会 

野
沢　

重
幸

綾
瀬
市
社
会
福
祉
協
議
会 

石
橋　

正
道

西
湘
秦
野
保
育
園 

近
藤
久
美
子

や
ま
ゆ
り
保
育
園 

山
本　
　

昇

神
奈
川
県
同
胞
援
護
会 

伊
敷　

達
也

三
田
保
育
園 

多
田　

良
史

秦
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

相
原　

賢
一

む
く
ど
り
第
２
保
育
園 

吉
井　

勝
美

西
久
保
保
育
園 

岩
澤　

貞
之

愛
川
町
社
会
福
祉
協
議
会 

河
野　

敦
志

く
ぬ
ぎ
台
保
育
園 

奥　

ひ
ろ
み

な
ご
み
保
育
園 

菅
原　

依
子

い
ず
み
保
育
園 

金
田
了
太
郎

シ
ャ
ロ
ー
ム 

林　
　

絵
里

　
　

〃 

成
田　
　

恵

山
北
町
社
会
福
祉
協
議
会 

相
原　

圭
二

川
崎
市
社
会
福
祉
事
業
団 

相
澤　

眞
理

　
　

〃 

田
口　

弘
美

　
　

〃 

小
川　
　

裕

　
　

〃 

佐
藤　
　

勇

　
　

〃 

安
部　

淳
子

　
　

〃 

松
岡　

景
子

　
　

〃 

服
部　
　

陽

　
　

〃 

長
谷
川
裕
之

　
　

〃 

塩
田　

隆
志

　
　

〃 

今
野　

美
夏

　
　

〃 

綱　
　

尊
志

　
　

〃 

川
連　

洋
一

逗
子
市
社
会
福
祉
協
議
会 

木
村　

浩
介

柿
生
ア
ル
ナ
園 

茂
村　
　

香

　
　

〃 

岩
渕　

淳
子

　
　

〃 

今　
　

和
久

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

芭
蕉
苑 

新
井
田
邦
夫

睦
合
ホ
ー
ム 

三
橋　

智
人

川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

榎
本　
　

実

　
　

〃 

村
田　

光
彦

和
楽
会 

稲
垣　

仁
久

相
模
原
療
育
園 

鎌
田
か
お
り

　
　

〃 

熊
谷　

伸
子

　
　

〃 

堀
川　

治
男

　
　

〃 

細
谷　

順
子

　
　

〃 

田
副　
　

恵

湘
南
ゆ
う
き
村 

河
原　

雄
一

と
も
か
わ
さ
き 

水
野
谷
博
路

水
星
社 

丸
山　
　

尚

な
で
し
こ
第
２
保
育
園 

多
田
佐
智
子

し
ん
わ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス 

島　
　

義
信

ふ
く
じ
ゅ
保
育
園 

佐
藤
伊
津
子

ふ
じ
S
u
n
S
u
n
保
育
園 

荏
原　

敏
子

U
C
H
I 

牧
野　

賢
一

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
バ
ン
ビ 

河
内　

悟
史

木
月
ほ
ほ
え
み
保
育
園 
木
村　

広
美

事
務
局
だ
よ
り
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発
行
責
任
者

公
益
財
団
法
人  

神
奈
川
県
福
利
協
会

事
務
局
長　

杉
本
和
雅

印
刷　

貴
峯
荘
ワ
ー
ク
ピ
ア

理事・監事等役員の皆さまは、大きな責任を抱えています。

　

少
し
遅
い
梅
雨
明
け
か
ら
猛
暑
と
台

風
に
悩
ま
さ
れ
た
今
年
の
夏
で
す
が
、
皆

様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
８

月
を
過
ぎ
て
も
暑
い
日
は
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
熱
中
症
等
に

な
ら
ぬ
よ
う
、
体
調
の
管
理
に
十
分
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
回
の
夏
号
で
は
平
成
30
年
度

事
業
報
告
並
び
に
決
算
、
退
職
共
済
制
度

に
お
け
る
財
政
報
告
と
資
産
運
用
の
概

況
や
今
後
な
ど
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
重
要
な
内
容
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
た
め
活
字
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま

い
恐
縮
で
す
が
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
よ
り

わ
か
り
や
す
く
情
報
を
お
伝
え
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
読
み
や
す
い
広
報
紙
作
り

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
号
の
お
正
月
号
で
は
毎
年
恒

例
の
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
企
画
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意

見
や
感
想
と
共
に
た
く
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（松

本
裕
矢　

記
）

編

集

後

記
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